
【つぶ問】10月号 簿記論② 

次の表における各項目のみ金額が判明している場合、各項目はそれぞれ売価還元法の①

計算式の分子（＋）、②計算式の分子（－）、③計算式の分母（＋）、④計算式の分母（－）、

⑤計算式では不要、のいずれに該当するか（注１）～（注３）を参照のうえ答えなさい。 

 

（注１）当社では、商品売買取引を 3分法（仕入値引・仕入戻しと売上値引・売上戻りは

仕入や売上に含めず独立した勘定を用いる）で記帳し、売価還元法による原価法で期末商

品の評価を行っている。 

（注２）繰越商品～売上割引は決算整理前残高試算表において勘定残高が示されている。 

（注３）なお、項目によっては複数に該当することもある。 

項  目 ①分子＋ ②分子－ ③分母＋ ④分母－ ⑤不要 

繰越商品      

仕入      

仕入値引      

仕入戻し      

仕入割引      

売上      

売上値引      

売上戻り      

売上割引      

期首商品の売価      

当期仕入に対する値入額      

値上額      

値上取消額      

値下額      

値下取消額      



解答 

 

項目 ①分子＋ ②分子－ ③分母＋ ④分母－ ⑤不要 

繰越商品 ○     

仕入 ○  ○   

仕入値引  ○  ○  

仕入戻し  ○  ○  

仕入割引     ○ 

売上     ○ 

売上値引     ○ 

売上戻り     ○ 

売上割引     ○ 

期首商品の売価   ○   

当期仕入に対する値入額   ○   

値上額   ○   

値上取消額    ○  

値下額    ○  

値下取消額   ○   

 

  



解説 

 

売価還元法について、つぶ問で計算は難しいため選択の確認問題としました。棚卸資産

会計基準で示されている式は次のとおりですので、これに当てはめていくことになります。 

期首繰越商品原価＋当期受入原価総額

期首繰越商品小売価額＋当期受入原価総額＋原子値入額＋値上額−値上取消額−値下額＋値下取消額
 

 

期首繰越商品原価：繰越商品 

当期受入原価総額：純仕入とするため、仕入（＋）、仕入値引（－）、仕入戻し（－） 

期首繰越商品小売価額：期首商品の売価 

原子値入額：当期仕入に対する値入額 

他の項目：表の項目のとおり 

 

注意が必要なところとして、本問において試算表の売上に関する金額は売価還元法の式

で使用しません。これは、売価還元法が当期に販売した商品の原価率ではなく、期首在庫

＋当期に仕入れた商品の原価率を計算しているためです。図で簡単に示すと次のとおりで

す。 

 

期首繰越商品小売価額  期首商品 売上原価  売上 

当期受入原価総額  当期仕入 

～値下取消額  期末商品  期末商品売価 

 

真ん中のボックスは、期首商品＋当期仕入－期末商品＝売上原価の関係を組み替えたも

のです（記入順は違いますが、左右は仕入勘定の借方・貸方に対応します）。そして、特殊

商品売買などで原価率を算定する場合は、売上原価を売上で割ることになりますが、売価

還元法では期首商品＋当期仕入の全体を対応する売価（売価還元法の式の分母）で割るこ

とで計算します。 

また、値引（割戻）、返品、割引のうち、仕入値引（割戻）と仕入戻しは原価率算定にあ

たり調整が必要です。これらは、販売前に生じた事象であることから、最終的な販売価格

の決定（計算式の分母）にあたり考慮されていると考えられるためです。 

ただし、仮に値入額を設定した後に仕入戻しが生じたこと場合には、計算式の分母には

仕入戻しに対応する値入額を含めてはいけません。2014 年 11 月の日商簿記 1 級で出題さ

れた時には、データとして計算式の言葉どおり「原子値入額」＝（仕入戻しよりも前の）

最初に設定した値入額と仕入戻しに対応する売価が示されており、自分で原子値入額を仕

入戻しの値入分控除後へ調整する必要がありました。これは変則的な出題であったため今



回は省きましたが、売価還元法はデータの出し方によって問題をひねりやすいことから、

問題のデータの意味をしっかり理解することが必要です。 

補足 

 

売価還元法には、本誌や本問で示した計算式の他に、値下額と値下取消額を分母から取

り除いて計算する方法もあります。これは、一定の条件のもとで正味売却価額の代わりに、

収益性の低下に基づく簿価切下額を反映させるための原価率として使用することができま

す。値下額等を取り除けば原価率が下がり、それだけ期末商品売価×原価率も下がること

になります。 


